
柳川市民文化会館整備についての提言書

平成２９年 ３ 月１４日

柳川市民文化会館基本・実施設計検討委員会
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１ はじめに

柳川市（以下「市」という。）では、平成２７年１１月から平成２８年２月

にかけて実施された柳川市民文化会館（仮称）設計者選定公募型プロポーザ

ルにより、株式会社日本設計（以下「設計者」という。）が選定されました。

平成２８年５月には、専門家の視点で内容を精査し、設計内容をより充実

したものとすることを目的に、７名（詳細は文末参考）で構成する柳川市民

文化会館基本・実施設計検討委員会（以下「委員会」という。）が設置されま

した。

本委員会では、平成２７年度に策定された柳川市民文化会館（仮称）基本

計画（以下「基本計画」という。）において示された、諸室や機能、延床面積

約５，５００㎡という条件を前提に、平成２８年５月から平成２９年２月に

かけて、計５回の会議において柳川市民文化会館（以下「文化会館」という。）

の設計内容について、極めて専門性の高い視点から総合的な施設運営の観点

に至るまで検討を重ねました。

以上の委員会での協議結果を踏まえ、設計者が当初のプロポーザル案に修

正を加えた設計案について、以下のとおり提言します。

２ 施設配置案について

今回の建設地は、柳川のまちを形成するなかで、重要な役割を果たしてき

た掘割沿いに立地し、柳川らしい文化会館整備の可能性が高い場所ですが、

周辺に良好な住宅地が広がっており、文化会館が期待される機能を果たす中

で生み出される規模の影響、特に２５メートルを超えるフライタワーが及ぼ

す周辺への影響について配慮する必要がありました。

設計者から提示された施設配置案は、掘割や近隣住宅への圧迫感の軽減を

目的に、敷地中央に建設する案となっていました。

敷地中央に建設することで住宅や掘割へ影がかかりにくくなること、掘割

から離すことで生まれるスペースを活用し、水辺空間から広場、施設へと連

続して繋がるパブリック空間を市民が憩う場として創出するとの独創的なコ

ンセプトに関する説明がありました。また、敷地に面する掘割は、柳川城の
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外堀であったという歴史的な背景も踏まえ、施設の特徴として掘割及び周辺

空間の活用は必須であるとの説明を受けました。

委員会では、これらの内容を総合的に判断し、設計者から提示のあった施

設配置案について、最終的に妥当と判断しました。

３ 平面計画及び施設面積について

基本計画で示された延床面積約５，５００㎡という前提条件の中で、いか

に機能的で利用しやすい文化会館にしていくか、様々な観点からの検討を重

ね、設計者がまとめた別紙の「平面図」について、最終的に委員会において

妥当と判断しました。

その結果、提示された文化会館の概要は以下のとおりです。

■建築面積 ４，０７５．６２㎡ ■延床面積 ５，６８６．５７㎡

・メインホール ８００席

・イベントホール ２００席

・楽屋（メインホール用 楽屋（小）２室、楽屋（中）２室）

（イベントホール用 楽屋（小）１室）

・研修室（大）（１室）：分割可能、研修室（中）（１室）：分割可能

・展示ギャラリー

・会議室（１室）

・練習室（多目的２室、スタジオ１室）

４ 諸室・機能について

メインホール、イベントホールの席数については、今後、市における市民

の鑑賞、創造、体験、交流などの芸術文化活動を包み込む最適な空間規模と

して、基本計画に基づき８００席と２００席にしました。

メインホールは、空気浮上式ワゴン導入により様々な座席形式に対応し、

さらにホール後方壁面を開放することでホールから共有ロビー、屋外空間ま
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で一体的な空間として活用することができるなど、文化芸術事業だけではな

く、今後、市民が生み出す多彩な活動や要望に応じて様々な事業に対応でき

るホールにするとの説明を受けました。その際、ホール性能として、豊かに

音響を響かせながら音楽鑑賞を味わうことと、舞台からの言葉が明瞭に聞き

取れる場面との両立を求められたため、劇場形式時のホールとしての音響特

性の工夫について多くの議論を重ねたところです。

その結果、音楽や演劇など良質な鑑賞事業を実施できる性能を備えた多目

的ホールとすることやコンピュターによる音響シミュレーションの結果、目

標とする残響時間、静けさの数値について十分な性能を発揮できる仕様に仕

上げていくことなどを確認しました。

イベントホールは少人数から２００人までのさまざまな催しに対応できる

広さとし、音楽や演劇などをはじめ、講演会や会議、メインホールのリハー

サル室として、さらに小規模な物産展・パーティー会場などにも対応可能な

仕様を工夫することになっています。

日頃制作した作品を発表する場としての展示ギャラリーや練習目的に応じ

て利用可能な練習室を３部屋、打合せや会議などで利用でき、利用形態に応

じて空間を分割できる研修室を２部屋、会議室を１部屋完備するなど、市民

の日常の文化芸術活動を下支えするように配慮がなされています。

また、諸室の設計にあたっては、障害者や高齢者、車椅子利用の方なども

利用しやすいバリアフリーへの対応や、子ども連れの親子鑑賞にも対応でき

るように心がけています。

以上のように数多くの条件を丁寧に見ながら、総合的な設計が求められて

いることを念頭に検討を重ねた結果、施設の諸室・機能について、委員会に

おいて妥当と判断しました。

５ 駐車場について

市域全体からの市民利用や周辺市町村からの利用も想定されることから、

バス・電車といった公共交通機関やタクシーのみならず、多数の自家用車で

の来場に対応できる一定数の駐車場を確保する必要があります。そのため、

敷地内に２００台を超える駐車スペースを備える計画となっています。
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一方、この敷地は、掘割沿いという市を代表する重要な景観形成の場です。

イベント実施時は満車になることが想定されますが、日常利用時は、空いた

ままの駐車場が、広大な空間として掘割沿いに存在することになります。そ

のため、当敷地の外構や駐車場に関しては、植栽や緑地帯の設置など、周辺

景観に配慮した計画とされることを望みます。

６ 最後に ～文化会館の使命は優れた芸術文化のソフト事業を通

して市民を育て市民に愛されること～

以上、委員会では、全５回にわたり協議を進めてきました。毎回の喧喧諤

諤の協議の中で出された意見や指摘に対し、市担当者及び設計者より真摯に

対応いただき、数多くの課題を適切に解決しながら設計を進めた結果、今回

この提言書をまとめるに至りました。

したがって、今後、市においては、この提言に示した趣旨を踏まえ、早急

に実施設計をとりまとめられるよう求めます。

また、どんなに素晴らしい文化会館が出来上がったとしても、施設の魂と

もいえる事業企画や運営を導く人材の起用といったソフト事業の充実がない

と、文化会館が地域社会へもたらす文化面や経済面への波及効果は十分に得

られません。今後、施設の利活用や管理運営など、包括的なソフト計画の策

定にあたっては、市の文化振興の方針を示す文化芸術振興計画といった上位

政策との連携を念頭に置かれること、また、市民や活動者が参画する協議の

場を設置し、市民の声を取り入れられることを強く希望します。

設計者にあっては、今回の提言書を踏まえて、市民の文化活動の拠点施設

とすることを考慮して設計作業を進められるよう求めます。

文化会館は市民にとって、地域の新たな文化芸術振興拠点となります。

今回の新しい文化会館の建設が、当地におけるこれからの文化芸術振興のあ

り方について見直す絶好の機会となること、また、柳川の新たなシンボルと

して、柳川の新しい都市イメージづくりに貢献する施設として、さらに日頃

から多くの人で賑わう市の新たな交流拠点として、多くの市民から愛される

施設となることを期待します。



6600 8225 8225 7500

81
00

54
00

72
00

60
00

92
00

72
00

54
00

7000 7600 7800 7600

84
00

6600 75002620

55
00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

1500 2500

37503850 38503750 30003600 3500 4725 4725 3500

36
00

48
00

3100 3500

6000

30
00

400

40
0

30
0

30
0

77
5

300 300 300

50
0

50
0

400

30
0

30
0

30
0

30
0

14
50

57
50

300 300

30
0

30
0

30
0

350350450450

30
0

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

26
00

28
00

30
0

28003200

80650

56
90
0

凡

46
0

30
0

50026201500

27
00

⾞椅⼦収納

⾵除室1-2

SK

Ｓ
Ｋ

PS

PS

Ｐ
Ｓ

WC(M)1-1

PS

P
S

パ
ウ
ダ
ー

WC(H)1-1

WC(H)1-2

WC(F)1-1

鏡

オムツ替え
コーナー

オムツ替え
コーナー

鏡

倉庫1-2

イベントホール
8×9.5間

楽屋
通⽤⼝

創作の中庭

四季の縁側

イベントスペース

倉庫1-1

搬⼊⼝

前室
1-9

楽屋
(⼩)
1-3

ピアノ庫

前室
1-10

26
00

楽屋
ロビー

SH

SH

消⽕
ポンプ室

荷捌き

2600

EPS
MDF

U
P

収
納

展⽰ギャラリー

コインロッカー

1300×2500備品庫1-1

2600

階段1

廊下
1-1

前室
1-5

前室
1-3

メインホール客席（1階）

前室1-11

メインホール
舞台

楽屋通路1-1

楽屋
通路
1-2

前室
1-6

楽屋通路1-3

楽屋
通路
1-4

楽屋通路1-5

WC
(F)
1-3

WC
(M)
1-3

前室
1-4

前室
1-12

廊下
1-2

備品庫
1-2

前室
1-1

前室
1-2

メインホール
ホワイエ１

ロビー

階段２

前室
1-7

前室
1-8前室1-13

イベントホール
ホワイエ

エントランス
ホール

前室
1-14廊下

1-3

47
37

62
8

屋
外
⾬
⽔
ろ
過
機
械
置
場

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0)

・(1FL±0) ・(1FL±0)

9
6
0

46
00

1360

h=
80
0

h=
50
0

h=800

h=800

遮
⾳
扉

P
S

17
50

17
50

EV
DS

DS

DS

DS

E
P
S

１階平面図
S=1/300

１

SＳ

SＳ

SＳ

h=
80
0

h=
80
0

h=
80
0

E
P
S

E
P
S

パ

屋外
階段１

屋外
階段2

WC(F)1-2

WC(M)1-2
PS

PS

清掃員
控室

EPS
MDF

印刷室

⾃
販
機

PS

事務室

ﾃﾞ
ｽｸ
:7
00
*1
80
0

ﾃﾞ
ｽｸ
:7
00
*1
80
0

ﾃﾞ
ｽｸ
:7
00
*1
80
0

ﾃﾞ
ｽｸ
:7
00
*1
80
0

スタッフ
通路

WC(M)
1-4

WC(F)
1-4

廊下
1-4

更⾐室
1-2

PS

コイン
ロッカー

パウダー

WC(H)
1-4

更⾐室
1-1

CR

⽤具庫

PS

・(1FL±0)

P
S

洗濯

配線ピット
w250*h150

配線ピット
w250*h150

EPS 全⾝鏡
w750*h1800

全⾝鏡
w750*h1800

CRCR

80
00

楽屋
事務室

・(1FL±0)
【1FL-350】

・(1FL±0)
【1FL-10】

・(1FL±0)
【1FL-10】

60
00

35
0

21
00

楽屋
(中)1-2楽屋

(中)1-1

楽屋
(⼩)
1-1

楽屋
(⼩)
1-2

脱⾐
1-1

脱⾐
1-2

SW
1-1

SW
1-2

WC(H)
1-3

楽屋
WC

楽屋
洗⾯

研修室
(中)
1-1

研修室
(中)
1-2

カーテン

研修室
(⼤)
1-2

研修室
(⼤)
1-1

研修室
(⼤)
1-3

4720 4720 3560

7580
SLW

11085
SLW

SP SP

脇
花
道
(常
設
)

脇
花
道
(常
設
)

20600

UPUP

⾵除室1-1

BT

B
T

B
TB
T

B
T

BT

B
T

CR

D
S

上⼿舞台袖 下⼿舞台袖

W 5950 350350

W 7010 12201220

W 12000 16501650
15300

DP100φ

DP100φ

アルミ⽬隠しフェンス・扉

D
S

12
00

⾞寄せ

上部庇先端

⾞椅⼦駐⾞場庇

DP100φ×2

DP100φ

DP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φx2

DP125φDP125φDP125φDP125φDP125φDP125φDP125φ

DP125φ DP125φ
DP125φ

前室
1-15

前室
1-16

プラット
フォーム１

プラット
フォーム２

ミーティング
ルーム

8000

機械基礎i

機械基礎i

機械基礎i

DP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φ DP125φ DP125φ DP125φ

DP125φ

DP200φ

14
00

SL=FL-300 SL=FL-300

47
37

62
8

h=
80
0

B
T

PS

地流し

1
/5

0

・【1FL-200】

・【1FL-400】

集⽔枡・Ｕ字溝
デッキ点検⼝

P
S

ベンチ

DP125φ

・【1FL-80】

・【1FL-80】

・【1FL-80】

スロープ

スロープ

追加資料



6600 8225 8225 7500

81
00

54
00

72
00

60
00

92
00

72
00

54
00

7000 7600 7800 7600

84
00

6600 75002620

55
00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

1500 2500

37503850 38503750 30003600 3500 4725 4725 3500

36
00

48
00

3100 3500

6000

30
00

400

40
0

30
0

30
0

77
5

300 300 300

50
0

50
0

400

30
0

30
0

30
0

30
0

14
50

57
50

300 300

30
0

30
0

30
0

350350450450

30
0

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

26
00

28
00

30
0

28003200

80650

56
90

0

凡

46
0

30
0

50026201500

27
00

DP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φDP125φ

DP125φ

DP125φ

Ｄ

Ｄ

ＤＤ

Ｄ
DP125φ

DP125φDP125φ

DP125φ

DP150φ DP150φ

DP125φ

R

R

R（ﾃﾞｯｷ下）

（ﾃﾞｯｷ下）

（ﾃﾞｯｷ下）

DP125φ

DP125φ

DP125φ

⾞寄せ庇

⾞椅⼦駐⾞場庇

創作の中庭
上部

エント
ランス
屋根

屋根２

庇1

庇2

テラス４

屋根２

・【⽔下2SL１=2FL-600】

・
【

⽔
下

2S
L２

=
2F

L-
10

0】

・(2FL±0)
【2FL-100〜-50】

・(2FL+550)
テラス１

200

･【2FL-70】

･【2FL-135】

･【
2F

L
-1

35
】

【⽔下:2FL-300】
・

・【⽔下:2FL-300】

R

R

DP125φx2

R

DP125φDP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φ DP125φ DP125φ

RR

R

R

RRRR

(1
/5

0)

1/50

点検口

1/45

1
/6
5

（1/65）

（1/65）

（1/65）

1
/6
5

（1/65）

1
/5
0

（1/65）

（1/50）

（
1/
50
）

屋根２

・【⽔下:2FL-300】

RRRRRRR

DP125φDP125φDP125φDP125φDP125φDP125φDP125φ

DP125□DP125□DP125□DP125□ 横引きDP200φ
DP200φ

1
/8

0

DP125φ

DP100φ

・【2FL+200】 【2FL+400】・

・
(2

FL
±

0)
【

2F
L-

10
0〜

-5
0】

RＤ

R 1/50

(1
/5

0)

棚

全
⾝

鏡

Ｓ
Ｋ

全⾝鏡

メインホール
舞台上部

吹抜１

空調
機械室
2-1

空調機械室2-2

イベントホールギャラリー

(発電機置場)

吹抜2

U
P

吹抜3

EV
1300×2500

会議室

(設備機械置場)

階段1

メインホールホワイエ２

階段２

廊下２-3 練習廊下

廊下
２-2

廊下
２-1

キャットウォーク キャットウォーク

前室
2-1 前室

2-2

前室
2-5

屋根１

前室
2-3

前室
2-4

DN
UP

UP

DN
UP

UP

空調
機械室2-3前室2-6

テラス
3

1800

・(2FL±0)

・(2FL±0)

・(2FL±0)

・(2FL±0)

テラス２

  ・
【

2F
L-

50
0】

・(2FL±0)
【2FL-150】 ・(2FL±0)

【2FL-150】
・(2FL±0)

【2FL-350】

・(2FL±0)
【2FL-10】

・(2FL±0)

・(2FL±0)
【2FL-10】倉庫2-1

階段３

h=
80

0

フ
ロ

ン
ト

サ
イ

ド
ス

ポ
ッ

ト
１

SP

フ
ロ

ン
ト

サ
イ

ド
ス

ポ
ッ

ト
２

SP

21300

17900

設備⽴上り２

設備⽴上り３

設備⽴上り１

前室
2-7

廊下
２-4

2100 2100

2900

・(2FL±0)
【2FL-10】

・(2FL±0)

２階平面図
S=1/300

１

・(2FL+400)

・(2FL+460)

メインホール
客席（２階）

E
P
S

E
P
S

E
P
S

960

960

(5000×900×H700)

(3000×600×H400)

(1200×2500×H400)

PS

親⼦
WC

PS

WC
(M)
2-1

WC(F)
2-1

PS

パウダー

7900

･【2FL-135】

･【2FL-135】

DP100φ
DP100φ

庇3

PS

28
00

14
00

50
0

70
0

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S D
S

空調
機械室

DS

空調
機械室

DS

空調
機械室

DS

B
T

PS

WC
（M）
2-2

WC
（F）
2-2

流し

浮き床範囲

練習室2-3
(⾳楽)

練習室2-2
(ダンス)

練習収納2-3

練習
前室
2-3

練習室2-1
(ダンス)

練習
収納
2-1

練習
収納
2-2

練習
前室
2-1

練習
前室
2-2

8800

64
50

6690

56
80

5325

53
30

1
4
0

5
0
6
0

8
0
0

DP100φ

DP100φ

設備機械架台

40
00

R

R

R

上部庇先端

上部庇先端

8000 1300

点検口

点検口

（室外機置場)

メンテナンス⾜場

機械基礎１

機械基礎２ 機械基礎３

機械基礎４

機械基礎５

機械基礎6

機械基礎a

機械基礎b

機械基礎c

機械基礎d

ＳＫ

空調
機械室2-4

屋外
階段2

⼤型消⽕器

フェンス
ｈ＝1800

機械基礎i

屋外
階段１

1/50

・【2FL-160】

・【2FL-120】

･【2FL-350】

【2FL-200】･

設備⽴上り4
(600×600×H400)

機械基礎i

庇

舞台収納棚

UP



6600 8225 8225 7500

81
00

54
00

72
00

60
00

92
00

72
00

54
00

7000 7600 7800 7600

84
00

6600 75002620

55
00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

1500 2500

37503850 38503750 30003600 3500 4725 4725 3500

36
00

48
00

3100 3500

6000

30
00

400

40
0

30
0

30
0

77
5

300 300 300

50
0

50
0

400

30
0

30
0

30
0

30
0

14
50

57
50

300 300

30
0

30
0

30
0

350350450450

30
0

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10 X12 X14 X16 X17 X18X15X13X9X3 X6 X11X7'

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

26
00

28
00

30
0

28003200

80650

56
90
0

凡

46
0

30
0

50026201500

27
00

屋根5

屋根３

屋根4

屋根
5

DP150φ

DP125φ

DP125φ

DP125φ

DP125φDP125φ

DP125φ

下段落し口
DP125φ

・【RSL1+290】

・【RSL1+180】

屋根7

DP150φ

(1
/1

00
)

1/30 1/30

(1
/1

00
)

屋根6

・【RSL1±0】

屋根8

DP150φ
RR

OF OF

R

R

R

DP125φ

R

1
/2

0

1
/2

0

1
/2

0

1
/2
0

1/20

1/20

1/56

(1
/6

5)

(1
/6

5)

DP125φ

DP100φDP100φDP125φDP125φ

DP125φ

(1
/6

5)

DP125□DP125□DP125□DP125□

舞台上部

空調
機械室
3-1

・(3FL±0)

・(3FL±0)
・(3FL±0)

・(3FL±0)

階段３

SP

21300

UP

UP

DN

UP

UP

DN

2150

親⼦室 調整室

３階平面図
S=1/300

１

上部ＣＢ 上部ＣＢ 上部ＣＢ

42
00

50
0

70
0

空調
機械室
DS

空
調
機
械
室
DS

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

D
S

流し

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
デ
ッ
キ

設備機械架台

機械基礎e

機械基礎f

機械基礎g

機械基礎h

前室3-1

3650

DP125φ

DP125φ



DNDN

舞台機構制御盤（W1000×D350×H1800)：１６面

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口

開口開口

手摺りE

手摺りE
手摺りE

手摺りE

機器搬入口

（すのこ落し蓋式）

上部機器搬入用

２ｔ吊フック付

機器搬入口

（すのこ落し蓋式）

上部機器搬入用

２ｔ吊フック付

機器搬入口

（すのこ落し蓋式）

上部機器搬入用

２ｔ吊フック付

機器搬入口

（すのこ落し蓋式）

上部機器搬入用

２ｔ吊フック付

すのこ床範囲手摺りE

すのこ平面図
S=1/300

３

6600

60
00

92
00

72
00

7000 7600 7800 7600

84
00

2620

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10X9X3 X6 X7'

1500

37503850 38503750 30003600

36
00

6000

40
0

30
0

400 400

36000

1000

350

X16 X17 X18X15

屋根9
R125φ

・【RSL2-3150】

・
【RSL2-3000】

1/50

(1
/
6
5
)

1FL+11,300

舞台上部

1FL+11,300

1FL+11,950

18700

・(3FL+3350)

空調
機械室
上部

フォロースポット室

プロサスブリッジ

客サスブリッジ

シーリングブリッジ１

シーリングブリッジ２

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク

屋根10

(8m*2.5m)30
00

17
00

70
0

DS上部天井塞ぎ範囲 DS上部天井塞ぎ範囲

2150

空
調
機
械
室
DS

空調
機械室
DS

DP125φ

DP125φ

81
00

54
00

72
00

60
00

92
00

72
00

54
00

7000 7600 7800 7600

84
00

2620

55
00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y5

Y6

Y6'

X1 X2 X4 X5 X7 X8X3 X6 X7'

1500

37503850 38503750 360

36
00

48
00

6000

30
00

400

40
0

30
0

30
0

77
5

50
0

50
0

400

30
0

450450
X1 X2 X4 X5 X7 X8X3 X6 X7'

26
00

28
00

30
0

28003200

56
90
0

46
0

30
0

50026201500

27
00

マシンギャラリー平面図
S=1/300

２

6600

60
00

92
00

72
00

7000 7600 7800 7600

84
00

2620

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X4 X5 X7 X8 X10X9X3 X6 X7'

1500

37503850 38503750 30003600

36
00

6000

40
0

30
0

400 400

36000

1000

手摺りE

手摺りE

手摺りE

手摺りE

すのこ床範囲すのこ床範囲

UPUP

Ｒ階平面図
S=1/300

１


